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い。B パターンはその中間である。また、A は連体形になりやすいが、C は連体形になりに




























































































































































































































































































































































































































































言語内 × ○ ○Ⅰ
を→に対して 言語間 × × ○
言語内 × ○ ○Ⅱ
に→に対して 言語間 × × ×
言語内 ○ ○ ×Ⅲ
にとって→に対して 言語間 × ○ ○
言語内 ○ ○ ○Ⅳ
について→に対して 言語間 ○ × ○































【課題 4】課題 1、2、3 の結果にもとづいて、日本語教育特に日本語教育における複合
助詞「に対して」に関する指導法への示唆を提言する。
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② 調査方法：質問紙調査（文法規則操作法・選択式 34 問）
すべての問題文に a のように中国語訳を付ける。
a 这 说本小 对 时 进 动 绘当 的社会生活 行了生 的描 。
この小説は当時の社会（ ）鮮やかに描いている。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
b と b′のように、中国語訳で“对”を使っても使わなくてもいい問題文について
は同じ問題文の訳に“对”を付けたものと付けないものを出題する（34 問中 12 問）。
b 历与学 相比他对经历 视更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
b 历 视经历′与学 相比他更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
c と c′のように、中国語訳で 说“…来 ”を使っても使わなくてもいい問題文につ
说いては、同じ問題文の訳に“…来 ”を付けたものと付けないものを出題する（34
問中 6 問）。
c 对 乐于我，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．に向かって
c′对 说 乐我来 ，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。











⑤ 被調査者の人数：300 人（中、上級学習者各 150 人）




























































































































































した。表 3 と表 4 が示しているのはχ²検定の結果である。
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表 3 表 2 に関するχ²検定の結果
中級学習者 上級学習者誤用型
「に対して」の誤用 「に対して」の誤用
Ⅰ を→に対して 301（318.934） 301（283.066）
Ⅱ に→に対して 104▲（90.065） 66▽（79.935）
Ⅲ にとって→に対して 280（286.087） 260（253.913）
Ⅳ について→に対して 318（328.471） 302（291.529）
Ⅴ に向かって→に対して 64▲（43.443） 18▽（38.557）
×2（4）=28.404，p＜.01 Phi=0.118 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p＜.05）
（ ）内は期待値
表 4 表 3 における各誤用型の誤用の調整された残差
中級学習者 上級学習者誤用型
「に対して」の誤用 「に対して」の誤用
Ⅰ を→に対して －1.749 ＋ 1.749 ＋
Ⅱ に→に対して 2.238 ＊ －2.238 ＊
Ⅲ にとって→に対して －0.613 ns 0.613 ns
Ⅳ について→に対して －1.013 ns 1.013 ns
























査用例における誤用型Ⅰの 1 と 2、3 と 4、5 と 6 及び誤用型Ⅳの 22 と 23、24 と 25、26

















说“…来 ”のある場合：31（21％） 说“…来 ”のある場合：26.7（18％）Ⅲ
说“…来 ”のない場合：52（35％） 说“…来 ”のない場合：52（35％）
表 6 からわかるように、中国語の慣用語“对… 说 说来 ”における“…来 ”のない場合、
中国人学習者にお 说ける複合助詞「に対して」の誤用率は“…来 ”のある場合より高い。
具体的に言えば、誤用型Ⅲでは、“对 说 说…来 ”における“…来 ”のある場合、中級学習者
の誤用率が 21%、上級学習者が 18% 说であるのに対して、“…来 ”のない場合、中上級学習
者の誤用率が両方とも 35%に達した。つまり、中国人中上級学習者における誤用型Ⅲの誤
说用は“…来 ”のない場合のほうが顕著である。
表 5 と表 6 に現れた“对”のない場合と“对”のある場合及び中国語の慣用語“对…来
说”における“ 说…来 ”のある場合と“ 说…来 ”のない場合の誤用数の偏りを検定するた
めに、χ²検定を実施した。表 7 と表 8 が示しているのはχ²検定の結果である。
表 7 表 5 と表 6 に関するχ²検定の結果
誤用型 中級学習者 上級学習者
“对” なし 38（46.507） 22▽（46.715）Ⅰ
“对” あり 186（177.493） 203▲（178.285）
“对”なし 37▽（61.664） 46▽（60.21）Ⅳ
“对”あり 260▲（235.336） 244▲（229.79）
说“…来 ”あり 93▲（51.698） 80▲（49.206）Ⅲ
说“…来 ”なし 156▽（197.302） 157▽（187.794）
×2（5）=101.111, p<.01 Phi=0.257 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p＜.05）
（ ）内は期待値
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表 8 表 7 におけるデータの調整された残差
誤用型 中級学習者 上級学習者
“对” なし －1.518 ns －4.4 ＊Ⅰ
“对” あり 1.518 ns 4.4 ＊
“对”なし －3.933 ＊＊ －2.287 ＊Ⅳ
“对”あり 3.933 ＊＊ 2.287 ＊
说“…来 ”あり 7.056 ＊＊ 5.367 ＊＊Ⅲ
说“…来 ”なし －7.056 ＊＊ －5.367 ＊＊
（＋p＜.10 ＊p＜.05 ＊＊p＜.01）
検定の結果、中級学習者における誤用型Ⅰを除いては、 “对”のない場合と“对”の
ある場合及び“ 说…来 ”のある場合と“ 说…来 ”のない場合の偏りは有意（p＜.05）であ
る。すなわち、中級学習者であるか上級学習者であるかに関わらず、“对”のない場合よ















































中級 25% 14% 23% 27% 9%
上級 25% 9% 22% 25% 2%
















（6 们应该 继 传统）○我 批判地 承 文化。／○ 们我 对传统 应该 继文化 批判地 承。
- 34 -
この小説は当時の社会（○を/×に対して）鮮やかに描いている。
（7）○对于我 说来 乐登山是极大的快 。／○对于 乐我登山是极大的快 。 
僕（○にとって/×に対して）山登りはかけがえのない楽しみだ。

















（6） 87（58%） 13（8.7%） 106（70.7%） 9（6%）























表 10 が示しているとおり、中上級学習者における共通の誤用傾向として、“… 说来 ”の
ない場合の誤用が顕著である。中国語の慣用語として、“对 说（于）…来 ”は中国語の中で
介詞“对（于）…”と言い換える場合がある。しかも、“对 说（于）…来 ”における“･･･








































































































Ⅱ 14% 38% 52% 9% 22% 31%
Ⅴ 9% 8% 17% 2% 5% 7%


































































（14 镜观 蚂蚁）用放大 察 。
虫眼鏡でアリ（×に対して／○を）観察する。
（14 镜）′用放大 对蚂蚁进 观行 察。
虫眼鏡でアリ（×に対して／○を）観察する。
（15 关 这 觉 议） 于 次离党事件，我并不 得不可思 。 
この離党事件（×に対して／○について）、私は不思議だとは思わない。























































汉语 词词バーする範囲は日本語の複合助詞「に対して」より広いという。《 常用虚 典》によ
れば、“对”の意味・機能には以下の五種類がある。
进动 为①引 作、行 的对象。（行為、動作の対象を持つものを導入する）
进动 为 关②引 作、行 的 系者。（行為、動作の関係を持つものを導入する）
③表示对待。（対処を表す）
④“对 说 这种结 谈论…来 ” 构，有把要 的对 单象 独提出 强调来并加以 的作用。（“对 说…来 ”
という構造は話題の対象を前にして強調する働きがある）




















る。それは、中国語における慣用語“对 说 说…来 ”における“…来 ”の有無によって、誤
用率が異なるということである。4.1 における表 6 からわかるように、中国語の慣用語“对
说 说…来 ”における“…来 ”のない場合、中国人学習者における複合助詞「に対して」の
说誤用率は“…来 ”のある場合より高い。
表 6 が示しているように、誤用型Ⅲでは,“对 说 说…来 ”における“…来 ”のある場合、
中級学習者の誤用率が 21%、上級学習者が 18% 说であるのに対して、“…来 ”のない場合、
中上級学習者の誤用率が両方とも 35%に達している。つまり、中国人中上級学習者におけ
说る誤用型Ⅲの誤用は“…来 ”のない場合のほうが顕著である。図で示せば、図 6 のよう
になっている。
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図 6 说中国語訳“来 ”の有無による誤用率の違い
図 6 が示している中上級学習者における複合助詞「に対して」に関する誤用の共通点（中
級学習者・上級学習者ともに中国語訳“对 说”あるいは“来 ”の有無によって、誤用率が
























































































（19）′太郎对 说花子 ：“实际上你很漂亮”。 
（20）国民は総理大臣の無責任な態度（○に／○に対して）抗議した。












































































6 この調査は中級段階の助詞（副助詞と助詞相当語）に関する調査である。中級教材は 90 年以降に出
版されたものすなわち『日本語中級読解入門』（アルク 1991）、『テーマ別 中級から学ぶ日本語』（研
究出版社 1991）『自然な日本語Ⅱ 中・上級用』（凡人者 1991）などを含む。
- 50 -
表 13 中級教材の複合助詞（助詞相当語）
助詞相当語 997 語 中級読解 テーマ別 実用日本語 自然な日本語
によると 2 1 1 2 0
について 2 4 4 0 0
として 0 7 13 0 0
にとって 0 9 2 3 0
を通して 0 1 2 0 0
に対して 0 1 8 0 0
にもとづいて 0 1 0 0 0
に従って 0 1 1 0 0
によって 0 5 6 2 0
のもとで 0 0 2 0 0
に関して 0 0 1 0 0
にわたって 0 0 1 0 0
をめぐって 0 0 1 0 0
において 0 0 1 0 0
に伴って 0 0 2 0 0
にかけて 0 0 1 0 0
につれて 0 0 1 0 0
に応じて 0 0 1 0 0
とともに 0 0 2 0 1






（1） 语《留学日 ・ 级 语中 （下冊）》（外 教学与研究出版社 2002）
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（2） 编 语《新 日 ・ 级 语中 》（上海外 教育出版社 2009）
























複合助詞 语留学日 编 语新 日 语新大学日本 みんなの日本語 新日本語
に対して 2 2 1 0 0


















究での調査は 2010 年 9 月に行ったので、その時に、二年生の学習者は中級段階の
学習に入ったばかりであり、三年生の学習者は上級段階の学習に入ったばかりで




编 语も《新 日 》
10
（1～4 编 语冊）である。複合助詞「に対して」は《新 日 》の 4
































































历中国語訳：○与学 相比他对经历 视 历 视经历更加重 。／○与学 相比他更加重 。
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（28）ぼく（×に対して／○にとって）山登りはかけがえのない楽しみだ。
中国語訳：○对于 乐我，登山是极大的快 。○对我 说来 乐，登山是极大的快 。 
（29）農村の生活様式（×に対して／○について）調べている。

































编 语教材はともに《新 日 》（1～4 编 语冊）である。複合助詞「に対して」は《新 日 》の 4





















調査で使用した 34 問の問題文から、3.2 の②で指摘した b と b ′及び c と c ′のよう
な特別の問題文（計 18 例）を排除した後の 16 問の問題文に関する誤用の特徴について、
考察する必要があると考えられる。以下はその 16 問の問題文である。
7.曾根は､昔の友達が自分（ ）敬遠していることに感づいていた｡
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
8.この小説は当時の社会（ ）鮮やかに描いている。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
9.彼はサッカー（ ）熱中している。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
10.私はここの事情（ ）まだあまり通じていない。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
11. 彼は配置転換の命令（ ）従う。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
12. 展示品（ ）触れないでください。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
13.彼は大きな木（ ）ぶつかった。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
20.危ないところを救ってくれた田中さんは私（ ）命の恩人だ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
21.中国人（ ）餃子を作るのは簡単なことだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
28.私は環境問題（ ）話すつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
29.彼は少子化社会（ ）論文を書くつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
30.老人はまっすぐ教室の窓（ ）座っている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
31.彼は祖国のある東の方（ ）お辞儀した。
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A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
32. 恵美子は鏡（ ）化粧をしている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
33.机（ ）本を読む。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
34. 黒板（ ）座る。





























図 10 を見れば、中級学習者・上級学習者ともに、誤用型Ⅰにおける 7 と 8 及び誤用型Ⅱ
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7 8 9 10 11 12 13 20 21 28 29 30 31 32 33 34




















例（30）は誤用型Ⅰにおける 7、（31）が誤用型Ⅰにおける 8 を指す。（32）と（33）は
それぞれ誤用型Ⅱにおける 9 と 10 を指す。
（30）曾根看得出，往日的朋友在对 远自己敬而 之。
曽根は、昔の友達が自分（○を／×に対して）敬遠していることに感づいていた。















这 说ている。」という日本語の文を中国語に訳すとき、“ 本小 对 时 进 动当 的社会生活 行了生


















4.3.1 における表 16 が示したとおり、誤用型Ⅴ（「向かって」→「に対して」）の誤用に
ついても、具体的な用例によって、誤用率が異なるということが明らかになった。上級学
習者では、（34）の誤用を犯した学習者が 150 人の中で 1 人もいないのに対して、（35）の































































況が異なる。表 17 を見ると、誤用型Ⅰにおける問題文 7 と誤用型Ⅱにおける問題文 10 で
は、中級学習者の誤用数が上級学習者の誤用数より有意に少ない。すなわち、上級学習段
階になって逆に誤用率が上がる。誤用型Ⅱにおいて、中級学習者の誤用数について、問題
文 10 が有意に少ないのに対して、問題文 11 が有意に多い。誤用型Ⅴでは、中級学習者の
誤用数については、問題文 30、31、34 が有意に多い。上級学習者の誤用数については、30、
31、34 が有意に少ない。つまり、誤用型Ⅱにおける 11 及び誤用型Ⅴにおける問題文 30、
31、34 は、上級学習者になれば、誤用が少なくなる項目である。一方、誤用型Ⅰにおける
問題文 7、8、誤用型Ⅱにおける問題文 9、10、12、13、誤用型Ⅲにおける問題文 20 と 21、
























×2（15）=37.704, p＜0.1 Phi=0.276 （▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05）
（ ）内は期待値
表 18 が示しているのは表 17 における誤用数の残差である。そこから見れば、同様の誤
用型においても、問題文によって誤用状況が異なることがさらに明白にわかる。
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表 18 表 17 における調査問題文の誤用数の残された残差
誤用型 問題文 中級学習者 上級学習者
7 －2.215 ＊ 2.515 ＊Ⅰ
8 －1.59 ns 1.59 ns
9 0.584 ns －0.584 ns
10 －1.982 ＊ 1.982 ＊
11 2.386 ＊ －2.386 ＊
12 0.556 ns －0.556 ns
Ⅱ
13 1.812 ＋ －1.812 ＋
20 －0.042 ns 0.042 nsⅢ
21 －0.636 ns 0.636 ns
28 0.662 ns －0.662 nsⅣ
29 －0.034 ns 0.034 ns
30 2.718 ＊＊ －2.718 ＊＊
31 2.095 ＊ －2.095 ＊
32 1.232 ns －1.232 ns
33 0.065 ns －0.065 ns
Ⅴ













そのほか、検定の結果より、誤用型Ⅰにおける 7 と誤用型Ⅱにおける 10 の問題文の誤
用のように、上級学習段階になって逆に誤用数が上がる項目及び誤用型Ⅱにおける 9と 12、
































































































































































调查请求: 东 际 为 进 问 调查我是日本 北大学国 文化研究科的学生。因 研究需要，要 行一次 卷 。
调查为 记 调查 绝 隐希望大家能予以配合。本 无 名 ， 不会侵犯到个人 私。收集的数
仅据和信息 用于研究。（2010 年 3 过调查 给月接受 的各位希望能再次 予配合。）
調 査 票
● 请 项填写以下各 ：
龄①年 ： 岁 ②性别： ③母語： 语
现 专业④ 在所学 → （Ａ. 语专业日 语专业Ｂ．非日 ）
专业大学主修 → 语专业（Ａ．日 语专业Ｂ．非日 ）
⑤身份：本科  级年 ／研究生院 级年
进修生（日本の研究生） 级年 ／其他
级阶 语 师⑥中 段的日 老 主要是→ （Ａ．中国人 Ｂ．日本人 Ｃ．中国人和日本人）
语 习⑦日 的 得地点→ （Ａ．中国 每年（ 周 时小 ）Ｂ．日本 每年（ 周 小
时）） （注： 话请 线两者均有的 在横 上填上 AB 话，只有一方的 填上 A 或 B）
总⑧ 计 语 习时间日 学 → （Ａ．600 时小 左右 Ｂ．900 时小 左右 Ｃ．1000 时小 以上）
现阶 语⑨ 段日 水平→ （ 级Ａ．中 级Ｂ．高 ）
（ 标注（判断 准）→ 级中 ： 语进 简单应 应能用日 行 答， 对 谈 边一些通常性的状况， 一些身 的
话题。 级高 ： 语进 详细说 应能用日 行 明和表达， 对 谈 种 样 话题一些异常状况， 各 各 的 。） 
经 语 级 际 语 试⑩已取得或已 达到日 等 （国 日 能力考 ）→  （Ａ．1 級 Ｂ．2 級）
● 请 汉语 认为 选项参照 在括号里填入你 最恰当的 。 
Ⅰ 1. 历与学 相比他对经历 视更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
2. 历 视经历与学 相比他更加重 。
学歴よりも彼は経験（ ）重視する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
- 76 -
3. 们应该 继 传统我 批判地 承 文化。
われわれは伝統文化（ ）批判的に継承すべきだ。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
4. 们我 对传统 应该 继文化 批判地 承。
われわれは伝統文化（ ）批判的に継承すべきだ。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
5. 镜用放大 对蚂蚁进 观行 察。
虫眼鏡でアリ（ ）観察する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
6. 镜观 蚂蚁用放大 察 。
虫眼鏡でアリ（ ）観察する。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
7.曾根看得出，往日的朋友在对自己敬而远之。
曾根は､昔の友達が自分（ ）敬遠していることに感づいていた｡
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
8.这 说本小 对 时 进 动 绘当 的社会生活 行了生 的描 。
この小説は当時の社会（ ）鮮やかに描いている。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
Ⅱ 9.他对足球很入迷。
彼はサッカー（ ）熱中している。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
10.我对这 还儿的情况 不太熟悉。
私はここの事情（ ）まだあまり通じていない。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
11. 调动他服从工作 。
彼は配置転換の命令（ ）従う。




A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
13. 树他撞到了一棵大 。 
彼は大きな木（ ）ぶつかった。
A．にとって Ｂ．に対して Ｃ．を Ｄ．に
Ⅲ 14.对 亚 关 变于日本，和 洲各国的 系 得越来越重要了。
日本（ ）アジアの国々との関係はますます重要になる。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
15.对 说 亚 关 变于日本来 ，和 洲各国的 系 得越来越重要了。
日本（ ）アジアの国々との関係はますます重要になる。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
16.对 乐于我，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
17.对 说 乐我来 ，登山是极大的快 。 
ぼく（ ）山登りはかけがえのない楽しみだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
18.对 这于本公司， 份文件非常重要。 
本社（ ）この書類は重要なものである。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
19.对 说 这本公司来 ， 份文件是非常重要的。 
本社（ ）この書類は重要なものである。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
20. 难 际救我于危 之 的田中先生是我的救命恩人。
危ないところを救ってくれた田中さんは私（ ）命の恩人だ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
21.对 说 饺中国人来 ，包 子是一件很容易的事。
中国人（ ）餃子を作るのは簡単なことだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
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Ⅳ 22. 调查 关农正在 有 村的生活方式。
農村の生活様式（ ）調べている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
23.对农 进 调查村的生活方式 行 。
農村の生活様式（ ）調べている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
24.对 还 虑于找工作，他 没有考 好。
就職（ ）、彼はまだしっかり考えていない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
25.关 还 虑于找工作，他 没有考 好。
就職（ ）、彼はまだしっかり考えていない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
26.对这 觉 议次离党事件，我并不 得不可思 。 
この離党事件（ ）、私は不思議だとは思わない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
27.关 这 觉 议于 次离党事件，我并不 得不可思 。 
この離党事件（ ）、私は不思議だとは思わない。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
28. 讲关 环 问题我打算 于 境的 。
私は環境問題（ ）話すつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
29. 关 论他打算写一篇 于少子化社会的 文。
彼は少子化社会（ ）論文を書くつもりだ。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
Ⅴ 30.老人正对 户着教室的窗 坐着。
老人はまっすぐ教室の窓（ ）座っている。




A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
32.惠美子对 镜 妆着 子化 。
恵美子は鏡（ ）化粧をしている。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
33. 读书伏案 。
机（ ）本を読む。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
34.面向黑板而坐。
黒板（ ）座る。
A．に向かって Ｂ．に対して Ｃ．について Ｄ．にとって
